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６ 下の図の三角形は，1 辺の長さが 18cm の正三角形です。点Ｄは辺ＡＣ上の点であ

り，ＣＤの長さは 3cm です。点Ｐは点Ｂを出発してＡＢ上を毎秒 3cm で進み，点Ｑ

は点Ｄを出発してＡＤ上を毎秒 2cm で進みます。点Ｐと点Ｑは同時に出発し，1 往復

して止まります。

このとき，次の問いに答えなさい。

(1) 点Ｐが点Ｂにもどったとき，三角形ＡＢＣと三角形ＡＰＱの面積の比を最も簡単

な整数の比で表しなさい。

(2) 三角形ＡＰＱがはじめて正三角形になるとき，三角形ＡＢＣと三角形ＡＰＱの面

積の比を最も簡単な整数の比で表しなさい。

(3) 三角形ＡＰＱが 2 回目に正三角形になるのは点Ｐ，Ｑが出発してから何秒後です

か。
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(1) 点ＰがＢにもどるのは，出発してから

(18 × 2)÷ 3 ＝ 12 秒後。

このとき，点Ｑは 2 × 12 ＝ 24cm 進んでいるので

点Ａから 24 ＋ 3 － 18 ＝ 9cm のところにいる。

よって，ＡＱ＝ 9cm で，このとき，

△ＡＢＣと△ＡＰＱ(ＡＢＱ)の面積比は

ＡＣ：ＡＱ＝ 18：9 ＝ 2：1 に等しい。

つまり，△ＡＢＣと△ＡＰＱの面積比は

2：1 です。

(2) △ＡＰＱがはじめて正三角形になるのは，はじめてＡＰ＝ＡＱとなるとき。

Ｐ，Ｑが出発するとき，ＡＰの方がＡＱより 3cm 長い。この差は毎秒

3 － 2 ＝ 1cm 縮まるなので，はじめてＡＰ＝ＡＱになるのは

3 ÷ 1 ＝ 3 秒後。

このときＡＰ＝ 18 － 3 × 3 ＝ 9cm。つまり，△ＡＰＱは 1 辺が 9cm の正三角形

となるので，△ＡＢＣとの相似比は 9：18 ＝ 1：2 なので，

△ＡＢＣと△ＡＰＱの面積比は 2 × 2：1 × 1 ＝ 4：1 です。

(3) 点Ｐが点Ａに着くのは出発してから 18 ÷ 3 ＝ 6 秒後。

このとき，点Ｑは点Ａまで，あと(18 － 3)－ 2 × 6 ＝ 15 － 12 ＝ 3cm のところに

いる。よって，2 回目にＡＰ＝ＡＱとなるのは，

この 3 ÷(3 ＋ 2)＝ 3 ÷ 5 ＝ 0.6 秒後。

つまり，Ｐ，Ｑ出発してから 6 ＋ 0.6 ＝ 6.6 秒後 です。
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